
令和６年１２月４日（水）午前10時より

奈良県人権センターで行われました。

知事表彰（自立更生者）表彰者
左から

知事表彰（更生援護功労者）表彰者

吉井 澄子 さん（大和高田市）

おめでとうございます。

自立更生者・更生援護功労者知事表彰

一般社団法人全国手をつなぐ育成会連合会

会長表彰 会長感謝

｢多様性を認め合う共生社会の実現を目指して｣

奈良県特別支援教育研究会

会長 兵頭 加代 氏

(橿原市立耳成西小学校長)

令和 6年１０月 28 日の第９回全国手を

つなぐ育成会連合会全国大会秋田大会

式典にて、会長表彰を橿原市手をつなぐ

育成会の飯田多美子さん、会長感謝を支

援者の森雅哉さんが受けられました。

おめでとうございます。
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一般社団法人奈良県手をつなぐ育成会の皆様には、奈良県における特別支援教育の充実のため、

ご支援ご協力を賜り深く感謝申し上げます。また、障がいのある方、その家族、支援者、地域等をつな

ぎ共生社会の実現に向けてご尽力いただいていることに敬意を表します。

奈良県特別支援教育研究会は、公立の園・所、小・中学校と特別支援学校に所属している教員で構

成された研究団体で、「多様性を認め合う共生社会の実現を目指す教育の創造」をテーマに、５つの

専門委員会での活動に加え、年に１度、研究大会において提供いただいた取組をもとに研究協議を行

っています。私たち教職員は、障がいのある子どもたちが社会で自立し、充実した生活を送るために必

要な支援が十分に行き届くよう日々努力しています。

特別支援教育は、単に学びの場を提供することにとどまらず、子どもたち一人ひとりの個性やニーズ

に応じた支援を行うことが求められます。 特別支援教育の基本的な理念は、「すべての子どもたちが

共に学び、共に育つ」ことです。すなわち、障がいがあってもなくても、子どもたちがその違いを尊重し

合いながら成長できる社会を作ることが目指されています。この理念に基づき、学校や園・所での支援

は、個別の教育支援計画と個別の指導計画を作成し、子ども一人ひとりの特性に合わせた支援が行

われます。

私たち特別支援教育研究会が注力しているのは、特別支援教育における大きな課題の一つで、教員

の支援体制の充実です。特別支援教育を担う教員は、障がいに関する専門的な知識を有し、個別の

支援ができる能力を備えていることが求められます。これには、教員自身の研修やサポート体制を充実

させる必要があります。特に、障がいのある子どもたちと日々接する中で直面する課題は多岐にわたる

ため、教員が十分な支援を受けながら専門的なスキルを身につけることが重要です。本研究会では研

究・研修の場の一つとして、県内の先生方をつないでいます。

園・所、学校での支援だけでなく、家庭や関係機関との連携は子どもの成長には欠かせません。保護

者や関係機関との連携を深めることによって、それぞれの場でのサポートが学校での支援と一貫性を

持ち、子どもにとってより効果的な支援が可能になります。 また、地域社会全体の理解と協力も非常

に重要です。子どもたちが学校や地域で安心して過ごせる環境を作るためには、地域の人々が障がい

のある子どもたちに対してどのように接するかが大きな影響を与えます。障がいに対する理解を深め、

偏見や差別をなくすための教育活動が不可欠です。

私たち特別支援教育研究会は、障がいのある子どもたちの成長を支援するために、学校、家庭、地域

が一体となって協力することの重要性を認識し、今後も奈良県手をつなぐ育成会の皆様をはじめ、関

係機関としっかり連携・協力し、活動を続けてまいります。ご理解ご協力をよろしくお願いいたします。こ

れからも、手をつなぐ育成会の皆様の一層のご活躍とご健勝を心より祈念申し上げます。

飯田多美子さん 森 雅哉さん

大谷 千穂 さん（五條市）

藤木 秀和 さん（大和高田市）

平山 美代子さん（奈良市）


